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登録は弊社サイトか、左記ＱＲコードまで

フル生産疲れに「大型連休」
メ
ン
テ
実
施
、今
後
に
備
え

矢崎総業

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
生
産
拠
点

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
生
産
拠
点

タ
イ
現
法
通
じ
、車
ハ
ー
ネ
ス

古河足尾歴史館で開館式
ＮＰＯから運営引き継ぐ

古
河
機
金

Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
が
セ
ミ
ナ
ー

鉱
業
ト
レ
ン
ド
で
講
演

電
池
材
料
な
ど
テ
ー
マ

中央研究所の
組織体制刷新
分野またぎ最適化

三
菱
マ
テ

古河電工

三
重
事
業
所
で
火
災

光
フ
ァ
イ
バ
ー
、一
部
停
止

ア
ル
ミ
二
次
合
金
メ
ー
カ
ー
各
社
は
、
4
月
下
旬
か
ら
5
月
上
旬
に
か
け
て

の
大
型
連
休
を
ほ
ぼ
休
む
予
定
の
よ
う
だ
。
昨
年
末
に
か
け
長
期
に
わ
た
り
フ

ル
生
産
を
続
け
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
連
休
を
利
用
し
て
工
場
な
ど
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
す
る
企
業
も
あ
る
。
連
休
前
に
製
品
を
造
り
込
む
こ
と

や
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
在
庫
を
多
め
に
持
つ
こ
と
は
し
な
い
方
針
」（
複
数
の
二
次

合
金
メ
ー
カ
ー
）。新
年
度
に
入
っ
た
ば
か
り
の
ア
ル
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
業
界
だ

が
、
来
月
に
か
け
早
く
も
様
子
見
ム
ー
ド
が
漂
う
可
能
性
が
出
て
き
て
い
る
。

「
お
客
さ
ん
が
稼
働
す

る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、

当
社
も
動
け
る
体
制
を
取

る
よ
う
に
し
た
い
。
現
状

で
は
休
み
に
入
る
と
聞
い

て
い
る
」
と
話
す
あ
る
二

次
合
金
メ
ー
カ
ー
は
、
4

月
28
日
―
5
月
5
日
ま
で

8
連
休
を
取
る
予
定
だ
。

別
の
二
次
合
金
メ
ー
カ
ー

は
「
工
場
は
10
連
休
。
そ

れ
以
外
の
部
門
は
カ
レ
ン

ダ
ー
通
り
」
と
語
る
。
さ

ら
に
別
の
二
次
合
金
メ
ー

カ
ー
は
「
9
連
休
を
予
定

し
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

顧
客
に
よ
っ
て
は
、
5

月
1
―
2
日
に
稼
働
す
る

と
こ
ろ
が
出
て
く
る
可
能

性
も
あ
る
。
た
だ
、
昨
年

ま
で
二
次
合
金
メ
ー
カ
ー

各
社
は
高
水
準
な
生
産
を

続
け
て
き
た
た
め
、
工
場

に
は
か
な
り
の
負
担
を
か

け
た
。
旺
盛
だ
っ
た
需
要

は
足
元
で
一
服
し
て
お
り

「
数
量
を
追
い
か
け
る
よ

り
も
、
き
ち
ん
と
休
む
タ

イ
ミ
ン
グ
」（
二
次
合
金
メ

ー
カ
ー
）。仮
に
炉
な
ど
に

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
れ

ば
、
大
変
な
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。
今
後
の
供
給

責
任
を
考
慮
し
「
こ
れ
を

機
に
修
繕
を
行
い
た
い
」

（
別
の
二
次
合
金
メ
ー
カ

ー
）
と
の
考
え
を
示
す
。

こ
の
よ
う
に
大
型
連
休

に
入
る
二
次
合
金
メ
ー
カ

ー
各
社
だ
が
、
休
み
前
後

に
「
大
き
な
動
き
は
な
い

だ
ろ
う
」
と
口
を
そ
ろ
え

る
。
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引

所（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）の
ア
ル
ミ
相

場
は
足
元
で
堅
調
な
動
き

を
見
せ
る
が
、
連
休
明
け

後
に
ど
う
な
る
か
は
分
か

ら
な
い
。
逆
に
「
連
休
前

は
動
き
づ
ら
い
」（
二
次
合

金
メ
ー
カ
ー
）
面
も
あ
る

よ
う
だ
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
を

積
極
的
に
購
入
す
る
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
休
み

が
明
け
て
か
ら
改
め
て
検

討
す
る
意
向
だ
と
い
う
。

米
中
通
商
摩
擦
や
中
国
の
景
気

減
速
懸
念
か
ら
リ
ス
ク
オ
フ
ム
ー

ド
が
広
が
り
、
ア
ル
ミ
は
昨
年
末

に
か
け
て
下
値
を
切
り
下
げ
た
。

露
ル
サ
ー
ル
へ
の
制
裁
解
除
の
動

き
が
具
体
化
し
た
こ
と
や
米
政
府

機
関
一
部
閉
鎖
に
よ
る
セ
ン
チ
メ

ン
ト
の
悪
化
も
あ
り
、
年
始
に
は

3
カ
月
先
物
で
1
7
8
6
㌦
ま
で

下
落
。
直
近
は
1
8
5
0
―
1
9

5
0
㌦
で
推
移
し
て
い
る
。

フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ
に
目
を

向
け
る
と
地
金
需
給
は
19
年
も
若

干
の
供
給
不
足
が
見
込
ま
れ
、
低

水
準
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
も
続
い
て
い

る
。
ル
サ
ー
ル
の
制
裁
は
解
除
さ

れ
た
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
ル
ノ
ル

テ
、
ア
ル
ブ
ラ
ス
は
減
産
が
継
続

し
、
19
年
度
上
半
期
の
市
場
環
境

は
18
年
度
下
半
期
か
ら
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
と
言
え
る
。こ
の
た
め
、

相
場
水
準
も
ほ
ぼ
同
じ
1
8
0
0

―
2
2
0
0
㌦
レ
ン
ジ
を
予
想
す

る
。
米
中
通
商
協
議
や
英
国
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
の
行
方
が
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン

タ
ル
ズ
以
上
に
相
場
を
左
右
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
2
0
0

0
㌦
以
下
で
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
コ
ス

ト
割
れ
し
て
い
る
生
産
者
も
あ
る

と
推
測
さ
れ
る
た
め
、
1
8
0
0

㌦
付
近
で
は
底
堅
い
だ
ろ
う
。

ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ

Ｅ
）
の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物
は
、
ト

ン
2
0
0
0
㌦
近
辺
で
の
横
ば
い

を
予
想
す
る
。
米
中
貿
易
摩
擦
が

続
く
中
で
は
、
ア
ル
ミ
市
況
は
抑

え
ら
れ
や
す
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、

需
給
は
ほ
ぼ
バ
ラ
ン
ス
し
て
お

り
、
相
場
の
下
振
れ
は
避
け
ら
れ

る
と
み
る
。

米
中
貿
易
摩
擦
は
長
引
く
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
そ
の
場
合
に
は

ア
ル
ミ
は
上
値
重
い
展
開
が
続

く
。
過
去
の
経
験
か
ら
、
中
国
景

気
の
減
速
は
ア
ル
ミ
を
含
め
た
非

鉄
相
場
の
頭
を
抑
え
や
す
い
。

場
合
に
よ
っ
て
は
供
給
が
増
え

る
の
で
は
、
と
の
不
安
も
く
す
ぶ

る
。
中
国
が
行
う
大
規
模
な
景
気

対
策
に
よ
り
、
ア
ル
ミ
の
生
産
が

増
加
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
あ

る
。
一
方
で
、
ア
ル
ミ
は
生
産
コ

ス
ト
割
れ
の
水
準
に
あ
り
、
基
本

的
に
生
産
は
伸
び
づ
ら
い
。
コ
ス

ト
を
反
映
し
て
ア
ル
ミ
ナ
も
下
が

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
在
庫
は
過
去
最
高
だ
っ

た
2
0
1
4
年
1
月
の
5
5
0
万

㌧
近
く
か
ら
、
足
元
で
1
1
0
万

㌧
台
に
減
少
し
て
い
る
。
あ
る
程

度
、
需
給
の
引
き
締
ま
っ
た
状
況

は
続
き
そ
う
だ
。

矢
崎
総
業
は
、
タ
イ
の

現
地
法
人
が
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
自
動
車
用
ワ
イ
ヤ
ハ
ー

ネ
ス
の
生
産
拠
点
を
新
た

に
開
設
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
日
系
の
大
手

ハ
ー
ネ
ス
メ
ー
カ
ー
が
同

国
に
製
造
拠
点
を
構
え
る

の
は
今
回
が
初
め
て
。
稼

働
開
始
は
本
年
12
月
に
な

る
予
定
。
現
地
従
業
員
数

は
5
0
0
人
体
制
で
ス
タ

ー
ト
す
る
。
生
産
し
た
ハ

ー
ネ
ス
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
輸
出
す
る
計
画
。
矢
崎

総
業
で
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）

地
域
に
お
け
る
一
段
の
競

争
力
向
上
を
目
指
し
、
同

エ
リ
ア
に
お
け
る
需
要
の

増
大
な
ど
に
対
応
す
る
。

矢
崎
総
業
グ
ル
ー
プ
で

タ
イ
の
現
地
法
人
で
あ
る

Ｙ
Ｉ
Ｃ
ア
ジ
ア
・
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ

ョ
ン
は
、
今
年
1
月
に
ミ

ャ
ン
マ
ー
矢
崎
テ
ィ
ラ
ワ

社
を
設
立
。
新
た
な
工
場

は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
法
人

が
運
営
を
担
当
し
て
い

く
。
今
回
進
出
す
る
新
工

場
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大

の
都
市
で
あ
る
ヤ
ン
ゴ
ン

近
郊
に
あ
る
テ
ィ
ラ
ワ
経

済
特
別
区
に
拠
点
を
構

え
、
建
築
面
積
が
約
4
5

0
0
平
方
㍍
。

自
動
車
用
の
ワ
イ
ヤ
ハ

ー
ネ
ス
は
、
人
手
を
介
し

て
組
み
立
て
る
た
め
、
相

対
的
に
労
働
集
約
型
の
高

い
製
品
。
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
海
外
シ
フ
ト
、
現
地

生
産
が
進
展
し
た
こ
と

で
、ハ
ー
ネ
ス
の
製
造
も
、

世
界
各
地
に
展
開
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
で
本
格
的
に
ハ
ー
ネ
ス

生
産
を
行
う
日
系
大
手
企

業
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物

は
、
ト
ン
1
8
0
0
―
2
1
0
0

㌦
を
予
想
す
る
。
足
元
で
推
移
す

る
1
8
0
0
―
2
0
0
0
㌦
あ
た

り
が
コ
ア
水
準
と
み
る
。
仮
に
、

予
想
レ
ン
ジ
の
上
限
2
1
0
0
㌦

あ
た
り
に
値
を
上
げ
る
よ
う
な

ら
、
売
り
た
い
人
た
ち
が
出
て
く

る
だ
ろ
う
。

予
想
レ
ン
ジ
の
下
限
1
8
0
0

㌦
を
割
り
込
む
イ
メ
ー
ジ
は
わ
か

な
い
。
同
値
を
瞬
間
的
に
下
抜
け

る
場
面
は
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
す
で
に
生
産
コ
ス
ト
割
れ
の

水
準
に
あ
る
た
め
下
値
余
地
は
限

ら
れ
る
と
み
る
。

上
値
も
限
定
的
と
い
え
る
。
か

な
り
需
給
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
別
だ
が
、
大
き
く
ア
ル

ミ
が
足
り
な
い
状
況
に
も
な
い
。

米
国
が
ロ
シ
ア
の
ア
ル
ミ
大
手
ル

サ
ー
ル
に
対
す
る
制
裁
を
解
除
し

た
こ
と
に
よ
り
、
物
理
的
に
物
は

あ
る
は
ず
。
今
の
水
準
か
ら
買
い

た
い
人
は
、
恐
ら
く
少
な
い
の
で

は
な
い
か
。

足
元
で
は
や
や
タ
イ
ト
気
味
と

い
わ
れ
る
も
の
の
、
ア
ル
ミ
が
手

に
入
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
よ
う
な
状
況
は
値
崩
れ
を
起
こ

す
可
能
性
も
あ
る
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
の
ア
ル
ミ
3
カ
月
物

は
、
ト
ン
1
8
0
0
―
2
1
0
0

㌦
を
予
想
す
る
。
供
給
不
足
気
味

の
需
給
に
目
を
向
け
れ
ば
、
ア
ル

ミ
は
上
値
を
試
し
て
も
お
か
し
く

は
な
い
。
一
方
、
米
中
貿
易
摩
擦

や
英
国
の
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
離

脱
な
ど
の
動
向
次
第
で
は
、
相
場

が
乱
高
下
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

下
値
1
8
0
0
㌦
は
コ
ス
ト
面

か
ら
維
持
さ
れ
そ
う
だ
。
高
値
圏

に
あ
る
ア
ル
ミ
ナ
や
原
油
な
ど
が

コ
ス
ト
を
引
き
上
げ
て
お
り
、
生

産
者
が
利
益
を
出
す
に
は
2
0
0

0
㌦
以
上
が
必
要
と
み
ら
れ
る
。

仮
に
予
想
レ
ン
ジ
の
下
限
を
下
回

っ
て
く
る
よ
う
な
ら
、
減
産
な
ど

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
供
給
不
足
と

の
見
方
が
強
ま
る
だ
ろ
う
。

上
値
を
う
か
が
う
に
は
、
米
中

貿
易
摩
擦
の
改
善
や
中
国
以
外
の

地
域
で
ア
ル
ミ
需
要
が
増
え
る
、

な
ど
の
支
援
材
料
が
必
要
に
な
り

そ
う
だ
。
特
に
、
米
中
貿
易
摩
擦

は
、
ど
こ
か
で
落
と
し
ど
こ
ろ
を

探
る
と
は
み
て
い
る
。
し
か
し
、

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
（
イ
ギ
リ
ス
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
）
を
含
め
市
場
の
不
安
材

料
で
あ
る
こ
と
は
、
ア
ル
ミ
の
上

値
を
重
く
す
る
。

古
河
機
械
金
属
は
3

日
、古
河
足
尾
歴
史
館（
栃

木
県
日
光
市
足
尾
町
）
の

開
館
式
を
現
地
で
開
催
し

た
。
足
尾
銅
鉱
山
に
ま
つ

わ
る
貴
重
な
歴
史
・
文
化

資
料
を
集
め
た
施
設
で
、

2
0
0
5
年
4
月
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
ら
の
手
で
オ
ー

プ
ン
。
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢

化
な
ど
を
受
け
て
、
古
河

機
金
が
今
月
か
ら
運
営
を

引
き
継
い
だ
。

宮
川
尚
久
社
長
が
冒
頭

の
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、
同

館
を
手
作
り
で
築
き
上
げ

た
長
井
一
雄
館
長
と
の
出

会
い
、
一
昨
年
に
運
営
移

管
を
打
診
さ
れ
た
経
緯
な

ど
を
紹
介
。「
本
来
は
会
社

が
や
る
べ
き
、
足
尾
の
文

化
・
歴
史
を
未
来
に
つ
な

ぐ
事
業
」
と
受
け
止
め
て

「
躊
躇
な
く
引
き
受
け
た
」

と
熱
く
思
い
を
語
っ
た
。

足
尾
、
古
河
に
ゆ
か
り
の

人
々
か
ら
寄
贈
・
寄
託
さ

れ
た
収
蔵
品
は
3
万
点
を

超
え
、
年
5
0
0
0
人
が

来
館
す
る
。

続
け
て
来
賓
代
表
で
大

嶋
一
生
・
日
光
市
長
、
樺

澤
豊
・
わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄

道
社
長
、
神
山
勝
次
・
足

尾
銅
山
の
世
界
遺
産
登
録

を
推
進
す
る
会
会
長
が
登

壇
し
た
。
古
河
機
金
の
役

員
・
社
員
ら
、
運
営
ス
タ

ッ
フ
な
ど
関
係
者
ら
が
集

ま
り
、
記
念
撮
影
と
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
に
臨
ん
だ
。

開
館
式
に
合
わ
せ
て
一

部
改
装
と
展
示
物
の
拡
充

も
行
い
、
初
の
国
産
さ
く

岩
機
、
旧
製
錬
所
の
ジ
オ

ラ
マ
な
ど
を
追
加
し
た
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
3
カ
月
先
物
は
ト
ン
1

7
0
0
―
2
0
0
0
㌦
の
レ
ン
ジ

で
推
移
し
、
上
期
は
弱
含
む
と
予

測
す
る
。
焦
点
は
、
米
中
貿
易
協

議
の
進
展
を
は
じ
め
、
欧
州
・
米

国
・
中
国
の
景
気
・
経
済
動
向
の

4
点
。

ま
ず
、
米
中
貿
易
協
議
は
一
喜

一
憂
が
続
き
堅
調
に
は
進
展
は
し

な
い
だ
ろ
う
。
欧
州
関
連
も
英
国

の
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
再
度
否
決
さ
れ
る

な
ど
混
乱
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が

欧
州
経
済
成
長
の
見
通
し
を
1
・

1
％
に
下
方
修
正
す
る
な
ど
見
通

し
が
暗
い
。

堅
調
な
米
経
済
は
3
月
に
入

り
、
先
月
の
米
雇
用
統
計
が
事
前

市
場
予
測
の
18
万
人
増
加
を
大
き

く
下
回
る
2
万
人
増
だ
っ
た
ほ

か
、
米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
年
内
利
上
げ
休

止
と
い
う
ハ
ト
派
ス
タ
ン
ス
が
台

頭
す
る
な
ど
、
従
来
と
違
う
見
方

も
出
て
き
て
、見
通
し
が
不
透
明
。

中
国
は
、
全
人
代
で
今
年
の
経

済
成
長
率
目
標
を
去
年
の
6
・
5

％
前
後
か
ら
6
―
6
・
5
％
に
引

き
下
げ
た
が
、
一
方
で
減
税
を
含

め
た
景
気
刺
激
策
を
発
表
し
た
。

た
だ
、
景
気
後
退
原
因
の
米
中
貿

易
が
解
決
し
た
訳
で
は
な
く
、
下

値
を
探
る
展
開
に
な
る
。

石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属

鉱
物
資
源
機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ

Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
は
3
日
、
東
京

都
港
区
の
虎
ノ
門
ツ
イ
ン

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
「
世
界

の
鉱
業
ト
レ
ン
ド
」
と
題

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
業
界
関
係
者
1
0
0

人
強
が
参
加
し
た
。

世
界
の
電
池
材
料
の
探

鉱
動
向
に
つ
い
て
講
演
し

た
Ｓ
＆
Ｐ
グ
ロ
ー
バ
ル
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
の
ア
ダ
ム
・
ウ

ェ
ブ
氏
は
、
リ
チ
ウ
ム
と

コ
バ
ル
ト
の
探
鉱
予
算
が

こ
の
2
年
余
り
で
急
増
し

て
い
る
現
状
を
説
明
し

た
。リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
の
正
極
材
料

と
な
る
リ
チ
ウ
ム
、
コ
バ

ル
ト
、
ニ
ッ
ケ
ル
は
電
気

自
動
車
の
普
及
に
伴
い
需

要
が
急
増
し
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
リ
チ
ウ
ム
の
探

鉱
を
行
う
企
業
数
が
15
年

の
約
30
社
か
ら
17
、
18
年

に
は
1
4
0
社
弱
ま
で
増

加
。
18
年
の
探
鉱
予
算
は

2
億
5
0
0

0
万
㌦
弱
と

「
前
年
比
58

％
増
え
た
」

（
ウ
ェ
ブ

氏
）。コバ

ル
ト

も
探
鉱
企
業

数
が
16
年
の

約
10
社
か
ら

18
年
に
は
95

社
と
な
り
、

18
年
の
探
鉱

予
算
は
前
年

比
3
倍
の
約
1
億
1
0
0

0
万
㌦
へ
と
伸
び
た
。
一

方
、
ニ
ッ
ケ
ル
は
最
大
用

途
が
ス
テ
ン
レ
ス
の
た
め

Ｌ
ｉ
Ｂ
ニ
ー
ズ
に
よ
る
価

格
や
探
鉱
予
算
へ
の
影
響

は
限
定
的
で
、
18
年
の
探

鉱
予
算
は
前
年
比
20
％
増

え
た
も
の
の
、
08
年
の
ピ

ー
ク
時
の
4
分
の
1
に
と

ど
ま
っ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
こ
の
ほ

か
、
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
金
属

企
画
部
調
査
課
の
新
藤
徹

氏
が
資
源
メ
ジ
ャ
ー
金
属

部
門
の
動
向
に
つ
い
て
講

演
し
た
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
3

日
、
中
央
研
究
所
（
茨
城

県
那
珂
市
）
を
フ
ラ
ッ
ト

で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
組
織

体
制
に
刷
新
す
る
と
発
表

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同
社

は
、
次
の
時
代
を
創
造
す

る
研
究
開
発
を
効
率
的
か

つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
推
進

し
て
い
く
。

同
社
は
今
回
、
中
央
研

究
所
の
組
織
に
つ
い
て
、

10
の
研
究
部
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
た
縦
割
り
体
制
を

見
直
し
。
複
数
の
専
門
分

野
を
ま
た
い
だ
英
知
の
結

集
を
図
り
、
柔
軟
か
つ
機

動
的
に
行
う
体
制
へ
移
行

す
る
。

具
体
的
に
は
、
研
究
部

を
撤
廃
し
て
部
長
職
な
ど

の
職
制
を
廃
止
し
、
組
織

の
上
下
、
部
門
間
の
壁
を

取
り
払
い
研
究
員
は
全

員
、所
長
直
轄
に
再
構
築
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
的
流
動

性
を
高
め
、
技
術
・
情
報

の
融
合
・
創
発
を
図
る
。

ま
た
、
研
究
員
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
軸
と
基
盤
技
術

軸
か
ら
な
る
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
上
に
配
置
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
軸
の
テ
ー
マ
ご
と
に

推
進
リ
ー
ダ
ー
（
Ａ
Ｌ
）、

基
盤
技
術
軸
の
領
域
ご
と

に
技
術
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
Ｔ

Ｍ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
置
き
、

時
間
軸
、
技
術
成
熟
度
な

ど
複
眼
視
点
で
研
究
活
動

を
行
う
。
そ
の
ほ
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
軸
の
テ
ー
マ
お

よ
び
研
究
員
構
成
を
、
適

宜
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
組
み

替
え
、
常
に
最
適
化
を
図

る
。さ

ら
に
新
し
く
未
来
創

造
変
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

設
置
し
、
既
存
事
業
や
技

術
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
同
社
グ
ル
ー
プ
の

将
来
を
創
造
す
る
研
究
テ

ー
マ
を
構
想
し
て
い
く
。

一
方
、
研
究
開
発
活
動
の

全
体
を
常
に
最
適
化
す
る

た
め
、
方
針
策
定
、
研
究

活
動
支
援
、
状
況
把
握
、

資
源
再
配
分
な
ど
を
行
う

研
究
管
理
オ
フ
ィ
サ
ー

（
Ｒ
Ｍ
Ｏ
）を
配
置
す
る
。

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
の
中

央
研
究
所
は
、
1
9
1
7

年
に
創
立
。
1
0
0
年
を

超
す
歴
史
を
有
し
、
同
社

事
業
の
発
展
に
と
ど
ま
ら

ず
、
基
礎
素
材
の
開
発
や

基
盤
技
術
育
成
・
強
化
に

よ
り
、
産
業
界
全
体
の
発

展
に
も
寄
与
し
て
き
た
。

古
河
電
気
工
業
の
三
重

事
業
所（
三
重
県
亀
山
市
）

は
、
1
日
午
前
11
時
45
分

ご
ろ
に
火
災
事
故
が
発
生

し
、
同
日
午
後
3
時
12
分

ご
ろ
に
鎮
火
を
確
認
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

人
的
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

工
場
の
合
成
工
程
に
お
け

る
排
ガ
ス
処
理
装
置
1
台

に
部
分
損
傷
が
発
生
。
現

在
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
工

場
の
生
産
ラ
イ
ン
の
一
部

で
操
業
を
停
止
し
て
い

る
。
出
火
原
因
を
究
明
中

の
段
階
で
あ
る
た
め
、
復

旧
時
期
は
未
定
。
な
お
、

同
事
業
所
敷
地
内
の
そ
の

他
工
場
に
つ
い
て
は
、
通

常
通
り
操
業
を
行
っ
て
い

る
。

ききょょううのの鉄鉄

2
面

合金鉄消費量
ステンレスなど伸び

合金鉄の製鋼用2018年消費量は前
年比2.3％増の222万9000㌧と2年
連続で増えた。粗鋼生産は微減だ
ったが、特殊鋼、ステンレスが伸び
るなどで需要が拡大した。

ききょょううのの紙紙面面
5
面
富山拠点の2社入社式

ＹＫＫＡＰと三協立山
9
面
停電受けアルミ減産へ

ノルスク・ハイドロ
11
面
東泉産業が売上高最高
19年3月期、黄銅製品堅調

ア
ル
ミ
二
次
合
金
メ
ー
カ
ー

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子
。右
か
ら
3
人
目
が
宮
川
社
長

連
休
前
に
製
品
造
り
込
み

な
ど
の
動
き
は
な
い

神戸製鋼所アルミ・
銅事業部門原料部長

橋本アルミ取締役

橋本健一郎氏

エモリキャピタル
マネジメント代表
取締役

宮嶋渉氏

江守哲氏

アアルルミミ コスト面から下値1800㌦は固い

アアルルミミ 需給均衡、2000㌦付近で横ばい

アアルルミミ 上限2100㌦では売られやすい

セ
ミ
ナ
ー
会
場
の
様
子

アアルルミミ 1700―2000㌦レンジで弱含む

アアルルミミ 1800―2200㌦の同値圏維持

野村証券経済調査部
シニアエコノミスト

東京アルミセンター
社長

大越龍文氏

江川壮一氏

19
年
度
上
期
市
況
見
通
し
④


